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Content Teacher                              
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Office/Ext MIC 1-202 I 3711 
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Office hours  

Course Description: 

教育実習を受けいれる学校(中学校・高等学校)で３週間にわたり指導を受けながら実習する。教育

職員免許法に定める教職課程必修の科目で、教職に就くためには極めて大事なものである。教職を目

指す生徒は、この教育実習によって実際に行われている学校教育を体験する。卒業論文に関係する

事項がある学生は、実践としての視点で記述できるように毎日の視察や実践、反省と課題等を詳細に

記録して事後に整理しやすいようにしておくこと。 

Course  Goals/Objectives: 

・  教職課程を４年間学んできた総決算とする。 

・ 学校現場がどのようなものであるか、生徒や教職員の日常の動きを肌で感じ取る。 

・  将来教職を目指す自らの意識を高揚し、進路目標達成への足がかりとする。 

Course Schedule 

No/Week/Da

y 

Topic Content 

５月から６月にかけての３週間(１２０時間)、実習受け入れ先の中学校または高等学校で指導を受けながら 

 

 

 

 

施ィされた 

  



実習を行う。毎日、教育実習記録簿に実習の内容を詳細に記録し、実習終了後に提出する。実習中に実 

施された英語、道徳、学級活動それぞれの指導案については、記録簿に添付し、指導教員から受けた指導

内容を詳細に記録する。 

 なお、教育実習記録簿とは別に、英文で教育実習の内容や感想、班反省や課題を A４版にまとめておくこ

と。(枚数は、特に指定しない。) 

Required  Materials: 

教育実習記録簿                                                                  

 

 

Course Policies (Attendance, etc.) 

教職を目指す学生として教員の崇高な使命を深く自覚し、お世話になる学校で正規の教員になっ

たつもりでしっかり勤務すること。 特に、服務規律を遵守して、絶対に欠席や遅刻をすることなく、 積

極的に参加すること。 大切なことは 時間に凡帳面であることと、 日常生活の態度 （ あいさつ、 身

なり、 言葉遣い等） には気をつけることである。  

Class Preparation and Review 

教育事前学習事後指導において、事前学習、事後学習を行う。 

Grades and Grading Standards 

教育実習前の準備の状況や日常の授業における問題意識、意欲、態度などと教育実習終了後に

提出する実習記録簿、体験発表等を参考にして総合的に評価する。 

また、県内で実習を実施する学生については、実習校を訪問し、実習に取り組んでいる学生の姿勢

等についての、指導教官等のお話を参考にしたり、研究授業などを参観し、評価の一助とする。な

お県外の学生については、指導教官等に電話でお話を伺ったりする。 

しかし、評価するに当たっては、実習記録簿や実習校からの評価が大きなウエイトを占める。 



Methods of Feedback: 

学生にスキルアップのためのフィードバックが与えられます 

Diploma Policy Objectives: 

Work completed in this course helps students achieve the following Diploma Policy 

objective(s): 

4: Advanced communicative proficiency in both Japanese and English 

Notes 

特になし 

 



 


